
【コンセプト】

「もっと、体を動かすことが楽しくなる公園」を目指して！
～　日本初（公設）のオブスタクルスポーツ公認コースとアスレチック設備の設置　～

【再整備事業の目的】

オブスタクルスポーツ導入による新たなまちのシンボル創設と魅力アップと知名度の向上
子どもや若者の声を実現することによる将来世代がまちづくりに参画する意欲の醸成
酒々井プレミアム・アウトレットへの来場者を町内に誘客するためのハブ機能の強化
総合公園の老朽化対策と維持管理、運営に民間活力を導入することによる官民連携の
推進

　本事業は、昭和４８年に整備以来５２年が経過し、老朽化が進む酒々井総合公園について、
こども模擬議会での提案や町民ニーズを踏まえつつ、酒々井町全体への賑わい創造、経済効果の
波及を目指し、民間活力を導入することにより酒々井総合公園の再生を目指すものである。

《参考：こども模擬議会での提案》
• 酒々井総合公園のアスレチックが撤去され、遊具が少なくなっています。子どもたちが体を動かして楽しく遊べ
る場所が減っています。・・・総合公園内に「SASUKEパーク」を作ることを提案します。
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【オブスタクルスポーツとは】
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【オブスタクルスポーツとは】



【再整備事業基本計画（案）】
　第１段階として球技場エリアを中心に、オブスタクルスポーツを核としたアスレチック設備及び
ドッグランの再整備を行うこととし、エントランスゾーン（現駐車場周辺）やテニスコート等の施
設については、運営状況等を見極めつつPark-PFI手法も視野に段階的な整備を実施する。

＜アスレチック施設イメージ＞

①
② ⑤

⑥

④ ③

＜第2フェーズ＞
エントランスエリア、テニスコート等

＜大屋根空間＞

＜第1段階＞　球技場エリア、テニスコート側トイレ

① オブスタクルスポーツのJOSA公認コースを設置
（有料）※10m×120m（コース前後空間
含む）が必要

② キッズアスレチックや健康増進器具を整備（無
料）

③ 一部人工芝化することで多用途化（有料）
フットサルなど

④ クラブハウス（コンテナハウス）整備
⑤ トイレの改修
⑥ 駐車場の拡張（現臨時駐車場）
⑦ ドッグランの整備（有料）

②
´
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第２フェーズ以降、Park-PFI手法
も視野に整備を検討。


